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術後 3年経過後に腹壁転移再発を来した小腸癌を経験したので報告する．症例は 64 歳の男性
で，2000 年 10 月小腸癌にて空腸部分切除術を施行，病理所見はwell differentiated tubuler ade-
nocarcinoma（se，INFβ，ly2，v2，n0）であった．術後経過観察中の 2003 年 10 月，右下腹部
に鶏卵大の腫瘤が出現した．精査にて腹壁腫瘍と診断し，腫瘍が増大傾向を認めたため 2004
年 1 月腫瘍摘出術を施行した．腫瘍の主座は筋肉内にあり，腹腔内には腫瘤や結節は認めなかっ
た．術後病理所見で軟部組織内にwell differentiated adenocarcinoma が認められ，小腸癌の腹
壁再発と診断した．腹壁転移切除術後 1年経過し無再発生存中である．小腸癌が他の部位には
再発せずに，腹壁再発のみを来した症例の報告は我々の検索したかぎりでは認められず，極め
てまれな症例と考えられた．

はじめに
小腸癌は比較的まれな疾患であり，その部位的

特徴から症状出現が遅いため早期発見が困難とさ
れている．したがって，手術時は進行例が多く，
その手術治療成績は 5年生存率で 15～38.5％と
報告されている１）２）．我々は術後 3年経過後に他の
明らかな転移，再発を認めず，転移部位としてま
れな腹壁再発を来した小腸癌を経験したので報告
する．

症 例
患者：64 歳，男性
主訴：右下腹部腫瘤触知
現病歴：2000 年 8 月から断続的な腹痛と嘔気

が出現したため同年 10 月 3 日当院を受診，腸閉塞
の診断にて入院となった．入院後イレウス管を挿
入し減圧および精査を施行した．イレウス管造影
検査にてTreitz より約 120cm肛門側に apple
core 様の狭窄を認めた（Fig. 1）．空腸腫瘍の診断
で同年 10 月 13 日空腸部分切除術を施行した．病
理所見ではwell differentiated tubuler adenocar-
cinoma であった．術後外来にてUFT 300mg�日

の経口投与を施行し経過良好であったが，2003
年 10 月右下腹部に鶏卵大の腫瘤が出現した．
CA19―9が軽度上昇（81U�ml ）していたが前回手
術時の創部やドレーン刺入部とは離れていたた
め，当初は小腸癌との関連性は低いと考え経過観
察とした．しかし，腫瘍が増大傾向を認めたため
2004 年 1 月腫瘍摘出目的に入院した．
入院時現症：右鼠径靱帯から約 2cm頭側に鶏

卵大の腫瘤を触知した．皮膚には発赤，びらん，
結節など異常所見はなく，圧痛も認めなかった．
鼠径部ならびにその他の表在リンパ節は触知しな
かった．
入院時血液検査成績：血液，生化学検査に異常

値は認めなかった．CEAが 8.0ng�ml ，CA19―9
が 290U�ml と上昇していた．
腹部超音波検査：皮下脂肪直下，筋層内に境界

明瞭で low echoic な腫瘍を認めた（Fig. 2）．
腹部CT：内腹斜筋を中心とした筋肉内に腫瘍

を認めた．造影CTにて同腫瘍は軽度濃染が認め
られた．明らかな肝転移，リンパ節転移などの所
見は認められなかった（Fig. 3）．
また，上部および下部消化管精査では，異常所

見は認めなかった．以上より，小腸癌の腹壁転移
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Fig. 1 Small intestinal series showed severe steno-

sis of the ileum.

の可能性が高いと考え，手術を施行した．
手術所見：右下腹部の腹斜筋内に腫瘍を認め

た．腹膜および腹腔内臓器に直接浸潤はしていな
かった．検索できる範囲では他の部位に腹膜播種
は認めなかった．
切除標本：4×2×1.5cm大，筋肉内を中心とす

る黄色で境界明瞭な腫瘍であった．腫瘍内が一部
融解壊死を起こしたと考えられる囊胞変性を来し
ていた（Fig. 4）．
病理組織学的所見：摘出標本の病理検索では

moderately differentiated adenocarcinomaであ
り，癌は横紋筋束内を中心に筋膜，脂肪組織に浸
潤していた．一部に脈管および神経鞘浸潤が認め
られた（Fig. 5）．
CEA，CA19―9 が上昇していたこと，上部および

下部消化管検査にて他の悪性腫瘍が認められな
かったことから，小腸癌の腹壁転移と診断した．
術後経過：腹壁転移切除術後 1年を経過してい

るが，現在まで無再発生存中である．
考 察

小腸は全消化管中，長さにおいて約 75％，内腔

表面積において 90％を占めるにもかかわらず３），
その腫瘍発生率は低く，原発性小腸癌は全消化管
悪性腫瘍の 0.3～4.9％を占める比較的まれな腫瘍
である４）５）．八尾ら６）の報告によると，1995 年～1999
年の 5年間の統計では小腸悪性腫瘍の 32.6％が
癌であり悪性リンパ腫が 30.4％，平滑筋肉腫が
29.1％と多く，悪性神経原性腫瘍 1.7％，カルチノ
イド 1.7％，Kaposi 肉腫 0.2％，その他 4.4％とされ
ている．発症年齢は 50 歳代，60 歳代に多く，性差
は認められない６）７）．症状出現が遅いこと，解剖学
的に容易には精査ができないことから発見時にす
でに進行例が多く，手術時リンパ節転移陽性例は
44％，腹膜播種陽性例は 24％，血行性転移陽性例
は 13％と報告されている７）．治癒切除率は 60～
70％８）と低く， 5年生存率も 15～38.5％１）２）と悪い．
本症例は病理組織所見上 se，v2，ly2 であり初回手
術時から進行癌の状態であったが，術後 3年間無
再発で経過していた．また，本症例は肝転移やリ
ンパ節転移および腹膜播種などの明らかな再発を
認めず，腹壁に転移性再発を来した極めてまれな
症例である．しかも，手術創およびドレーン刺入
部と無関係な部位の腹壁再発は小腸癌にかかわら
ず悪性腫瘍全般としても極めてまれで，報告例も
大変少ない９）～１２）．倉金３）が 1979 年に小腸癌の本邦
報告例を集計しており，その中に皮膚，臍転移の
報告例があると記載されているが詳細が不明であ
り，検索したかぎりでは小腸癌の腹壁転移の報告
はなかった．
腹壁への転移再発形式の機序としては，1）直接

浸潤，2）リンパ行性転移，3）血行性転移，4）腹
膜播種性転移，5）手術操作による implantation
などが考えられる１３）～１７）．本症例では原発の小腸癌
は腹膜浸潤や病巣部の癒着がなく，術後から 3年
経過していることから直接浸潤は否定的である．
腹膜播種性転移は，一般には同時に他の播種性転
移を認めるが，本症例では他の転移は認めなかっ
た．また，転移の主座が筋肉にあり，播種性転移
を強く示唆する所見に乏しい．手術操作による
implantation は，初回手術の創部やドレーン刺入
部とは別の部位に転移が生じていることから否定
される．また，リンパ行性転移については，原発
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Fig. 2 Ultrasonography showed a well circumscribed hypoechoic tumor in the muscle.

Fig. 3 Abdominal contrast-enhanced CT showed a 

weakly enhanced-tumor in the muscle.

Fig. 4 The resected specimen showed a well circu-

mscribed tumor measuring 4×2×1.5 cm in the mu-

scle.

の病理所見が ly2 であったが，リンパ行性転移と
考えると通常のリンパ流に反している．血行性転
移についても他の転移を認めず，一般に末期状態
において認められる筋肉転移が単発で生じるとは
考えにくいが，筋肉には血流分布が豊富であるた
め転移経路としては血行性が起こりやすいこと，
前述した通り他の転移経路の可能性は低いことか
ら，本症例では血行性転移が最も疑われた．
Willis１８）は 500 例の剖検例の検討において，4例

（0.8％）に血行性の筋肉転移を認めたと報告して
いる．また，Menard ら１９）の筋肉転移症例 249 例の

検討によると，原発病巣は肺疾患，血液疾患，消
化器系疾患の順に多く，消化器系疾患は 249 例中
41 例（16.5％）で，上部消化管悪性腫瘍例が 14
例，大腸直腸疾患が 14 例，膵疾患が 12 例で 1例
の記載は不明であった．また，上部悪性腫瘍を原
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Fig. 5 Histopathological findings showed the moder-

ately differentiated adeno carcinoma.

（a）Invasion of cancer into a bundle of striated mus-

cle along with the fascia and fat tissue.

（b）Invasion of cancer into some of the vessels and 

neurilemma.
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bb

発とする筋肉転移症例は全体の 5.6％であったと
報告している．医学中央雑誌にて検索しえた 1966
年以降から現在まで，悪性腫瘍筋肉転移症例の本
邦報告例２０）～４２）は本症例を含めて 37 例で，肺癌 13
例，胃癌 8例，食道癌 4例の順に多く，その他は
肝癌や子宮頸癌などであった．
小腸癌を原発とする腹壁，筋肉，皮膚などの転

移報告例は我々の検索したかぎりでは認められな
かった．手術後現在まで他に肝臓，リンパ節転移
や腹膜播種を認めず，一般に末期状態においてみ
られる筋肉転移のみが出現したまれな経過であっ
た．今後の転移に対して厳重な経過観察が必要と
思われる．
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A Case of Metastasis to the Abdominal Wall from an Adenocarcinoma of the
Small Intestine 3 Years after Surgical Resection

Shinjiro Kobayashi, Masaki Oohashi, Hidetoshi Oguma＊,
Nobuo Tenma, Chika Kusano and Ken Takasaki＊

Department of Surgery, Tsukubaicho Hospital
Department of Surgery, Tokyo Women’s Medical University＊

We report a case of an adenocarcinoma of the small intestine metastasizing to the abdominal wall 3 years after
surgical resection. A 64-year-old man undergoing a segmental jejunal resection in October 2000 was con-
firmed histopathologically to have well-differentiated adenocarcinoma. A 4cm length lump was noted in the
patient’s right lower abdomen in October 2003 and imaging confirmed an abdominal wall tumor, which we Re-
sected was performed in January 2004. The tumor was in the abdominal wall muscle, and no nodules or tu-
mors were found in the abdominal wall cavity. Histopathology confirmed well-differentiated adenocarcinoma
of the soft tissue. The patient was definitively diagnosed with recurrent small bowel cancer of the abdominal
wall. This is, to our knowledge, the first such case reported and extremely rare, i.e., recurrent small bowel can-
cer in the abdominal muscle without metastasis to any other site.
Key words：small intestinal cancer, muscle metastasis, metastasis in the abdominal wall
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